
順天堂大学COI拠点
スマートウェア利活用事業採択課題

立命館大学拠点で開発したスマートウェア（衣類型デバイス）をこれからの社会の
どのような場で、利活用が可能かについて、多様な職域の教職員・大学院生等から
事業提案を募集し、19課題の提案から以下の7課題を採択した。

1.採択課題

平成30年7月23日
COIプロジェクト室

№ 氏名 所属 職位等 提案課題

1 高澤　祐治 大学院スポーツ健康科学研究科 教授
脳振盪発症後の競技復帰過程におけるコンディショニング評価への
有用性の検討

2 八田耕太郎 精神・行動科学（練馬病院） 教授
スマートウェア活用によるせん妄出現予測と予防を通したロコモ
ティブシンドローム予防

3 村上　光輝 大学院スポーツ健康科学研究科
大学院
博士後期１年

ボッチャ競技選手のパフォーマンスと身体機能の関連性とスポーツ
との関係性について

4 中島　円 脳神経外科学 准教授
特発性正常圧水頭症の検査および治療効果評価としてのスマート
ウェアの応用

5 立﨑　榛華
大学院スポーツ健康科学研究科
（大学院生）

大学院
博士前期１年

異なるヨガ実践による生理機能変化をもとに自律神経活動の推移を
比較、検証する。

6 田中顕一郎 乳腺内分泌外科（静岡病院） 先任准教授
乳がん術後、在宅リハビリテーションの新たな試み
副題:患肢の関節可動域リハビリの、スマートウェアによるモニタ
リング

7 沢田　秀司 COIプロジェクト室 博士研究員
セルフモニタリング型の運動支援ツールの効果を明らかにするため
のRCT


提案研究(集計）

				スマートウェア利活用事業　申請者リスト（提案研究） リカツヨウ ジギョウ シンセイシャ テイアン ケンキュウ

		№		申請者 シンセイシャ		所属 ショゾク		役職 ヤクショク		補助額 ホジョ ガク		課題名 カダイ ナ		備考（事務局コメント等） ビコウ ジムキョク ナド		アイデアはスマートウェアの利活用をイメージできるか。
a.かなりイメージできる（５点）、b.概ねイメージできる（４点）、c.イメージできる（３点）、d.あまりイメージできない（２点）、e.イメージできない（１点） リカツヨウ										提案内容について、実現の可能性が期待できるか。
a.かなり期待できる（５点）、b.概ね期待できる（４点）、c.期待できる（３点）、d.あまり期待できない（２点）、e.期待できない（１点） テイアン ナイヨウ ジツゲン カノウ セイ キタイ										評価
（合計）
50点満点 ヒョウカ ゴウケイ テン マンテン		順位 ジュンイ		採否案1
（金額）
千円

 サイヒ アン キンガク センエン		採否案2
（金額）
千円

 サイヒ アン キンガク センエン		採否 サイヒ

																内藤 ナイトウ		平澤 ヒラサワ		濱田 ハマダ		石島 イシジマ		町田 マチダ		内藤 ナイトウ		平澤 ヒラサワ		濱田 ハマダ		石島 イシジマ		町田 マチダ

		提案6 テイアン		立﨑　榛華 リツ サキ ハリ ハナ		大学院
スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		大学院
博士前期１年 ダイガク ハカセ ゼンキ ネン		450		異なるヨガ実践による生理機能変化をもとに自律神経活動の推移を比較、検証する。 コト ジッセン セイリ キノウ ヘンカ ジリツ シンケイ カツドウ スイイ ヒカク ケンショウ		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアにより呼吸変化、体温をリアルタイムニモニタリングし、ヨガによる生理機能の推移、自律神経活動の変化を検証 タイショウ コキュウ ヘンカ タイオン セイリ キノウ スイイ ジリツ シンケイ カツドウ ヘンカ ケンショウ		5		4		5		4		5		4		5		5		3		4		44		1		〇
（500）		〇
（250）		採択 サイタク

		提案4 テイアン		田中顕一郎 タナカ ケンイチロウ		医学部
乳腺内分泌外科
静岡病院 イガクブ ニュウセン ナイブンピツ ゲカ シズオカ ビョウイン		先任准教授 センニン ジ		350		乳がん術後、在宅リハビリテーションの新たな試み
副題:患肢の関節可動域リハビリの、スマートウェアによるモニタリング		対象：体温、心電図、運動、
乳がん術後患者の在宅在宅リハビリへの活用 タイショウ ニュウ ジュツゴ カンジャ ザイタク ザイタクカツヨウ		4		5		5		3		4		4		4		5		3		4		41		2		〇
（400）		〇
（250）		採択 サイタク

		提案1 テイアン		沢田　秀司 サワダ ヒデジ		COIプロジェクト室 シ		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン		250		セルフモニタリング型の運動支援ツールの効果を明らかにするためのRCT		対象：心電図、運動、呼吸
提案型というより実証提案
運動指導時の生体情報の見えるかの実現 タイショウ テイアン ガタ ジッショウ テイアン ウンドウ シドウ ジ セイタイ ジョウホウ ミ ジツゲン		4		4		4		4		5		3		4		4		3		4		39		3		〇
（300）		〇
（200）		採択 サイタク

		提案12 テイアン		島嵜　佑 シマ ザキ ユウ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				サッカー選手を対象としたスマートウェア着用による全身体活動の評価		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
サッカー競技中にウェアからの生体情報を活用し検証
 タイショウ キョウギ ナカ セイタイ ジョウホウ カツヨウ ケンショウ		4		3		4		4		5		3		3		4		3		4		37		4				〇
（150）

		提案5 テイアン		廣津　信義
（学部ゼミ生の提案） ヒロツ ノブヨシ ガクブ ナマ テイアン		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		教授
学部生 キョウジュ ガクブセイ				大切な人を守る タイセツ ヒト マモ		対象：□体温、□心電図、□運動、□発汗、□呼吸
登山者へのウェア着衣義務付け、登山安全性の向上を図る タイショウ トザンシャ チャクイ ギム ヅ トザン アンゼンセイ コウジョウ ハカ		4		3		4		4		5		4		2		3		3		4		36		5				〇
（150）

		提案3 テイアン		横山　和仁 ヨコヤマ カズヒト		医学部
衛生学 イガクブ エイセイガク		教授 キョウジュ				スマートウェアの利活用による暑熱作業における労働者の熱中症予防と幸福度の追求―労働安全衛生新時代へ― リカツヨウ ショネツ サギョウ ロウドウシャ ネッチュウ ショウ ヨボウ コウフク ド ツイキュウ ロウドウ アンゼン エイセイ シンジダイ		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ビニールハウス内での農作業中の熱中症予防対策 タイショウ ナイ ノウサギョウ チュウ ネッチュウ ショウ ヨボウ タイサク		3		5		2		4		4		3		4		3		3		4		35		6

		提案7 テイアン		門屋　悠香 カドヤ ユウ カオリ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				アクアコンディショニングが身体に与える変化を解明する		対象：体温、心電図、発汗、呼吸
ウェアによるアクアコンディショニングの検証
水中でウェアが使用できるかことを前提の提案？ タイショウ ケンショウ スイチュウ シヨウ ゼンテイ テイアン		3		4		3		2		5		2		5		3		2		5		34		7

		提案11 テイアン		辻川比呂斗 ツジカワ ヒロ ト		保健看護学部 ホケン カンゴ ガクブ		准教授 ジ				スマートウェア着用による健やかで美しい歩き方・走り方の定量化		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる歩行評価の提案

ウェア機能を活用し、歩き方からの健康促進 タイショウ ホコウ ヒョウカ テイアン キノウ カツヨウ アル カタ ケンコウ ソクシン		3		3		4		3		5		2		3		3		3		5		34		7

		提案8 テイアン		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				スマートウェアを活用した“アクティブラーニング”活性化戦略		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるアクティブラーニング活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ		1		5		2		2		4		1		4		2		2		3		26		9

		提案2 テイアン		Julius Fink		代謝内分泌内科 タイシャ ナイブンピツ ナイカ		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン				発汗によるテストステロン測定ウェア		対象：運動、発汗
テストステロン装着型スマートウェアの開発
利活用提案とは趣旨が異なる タイショウ ソウチャクガタ カイハツ リカツヨウ テイアン シュシ コト		2		5		2		2		2		2		3		2		2		2		24		10

		提案10 テイアン		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				スマートウェアを活用した“みる”スポーツの活性化戦略		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるスポーツ活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ		2		3		2		2		3		2		3		2		2		3		24		10

		提案9 テイアン		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				スマートウェアを活用した“する”スポーツの活性化戦略 カツヨウ カッセイカ センリャク		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるスポーツ活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ		1		4		2		2		3		1		3		2		2		3		23		12



										1,050		予算1500千円？ ヨサン センエン

																a.かなりイメージできる     										a.かなり期待できる      キタイ

																b.概ねイメージできる     オオム										b.概ね期待できる     オオム キタイ

																c.イメージできる										c.期待できる キタイ

																d.あまりイメージできない    										d.あまり期待できない     キタイ

																e.イメージできない										e.期待できない キタイ
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実証研究(集計）

				スマートウェア利活用事業　申請者リスト（実証研究） リカツヨウ ジギョウ シンセイシャ ジッショウ ケンキュウ

		№		申請者 シンセイシャ		所属 ショゾク		役職 ヤクショク		補助額 ホジョ ガク		課題名 カダイ ナ		備考（事務局コメント等） ビコウ ジムキョク ナド		アイデアはスマートウェアの機能を活かした提案となっているか。
a.かなり期待のできる提案となっている（５点）、b.概ね期待のできる提案となっている（４点）、c.期待のできる提案となっている（３点）、d.あまり期待のできる提案となっていない（２点）、e.期待のできる提案となっていない（１点）  										提案計画は、スマートウェアを使用して実施させたい内容か。
a.是非実施してもらいたい（5点）、b.実施は、期待できないが提案研究としては評価できる（3点）、c.実証は難しく、提案研究としても評価しがたい（0点） テイアン ケイカク シヨウ ジッシ ナイヨウ										評価
（合計）
50点満点 ヒョウカ ゴウケイ テン マンテン		順位 ジュンイ		採否案1
（金額）
千円

 サイヒ アン キンガク センエン		採否案2
（金額）
千円

 サイヒ アン キンガク センエン		採否 サイヒ

																内藤 ナイトウ		平澤 ヒラサワ		濱田 ハマダ		石島 イシジマ		町田 マチダ		内藤 ナイトウ		平澤 ヒラサワ		濱田 ハマダ		石島 イシジマ		町田 マチダ

		実証６ ジッショウ		高澤　祐治 タカザワ ユウジ		大学院
スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		教授 キョウジュ		450		脳振盪発症後の競技復帰過程におけるコンディショニング評価への有用性の検討		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
脳振盪発症後の競技復帰過程をウェアによる生体情報を活用
段階的競技復帰過程で着衣ウェアがラグビー競技に耐えることが可能か タイショウ セイタイ ジョウホウ カツヨウ ダンカイテキ キョウギ フッキ カテイ チャクイ キョウギ タ カノウ		5		2		5		4		5		5		3		5		3		5		42		1		〇
（1000）		〇
（500）		採択 サイタク

		実証３ ジッショウ		八田耕太郎 ハッタ コウタロウ		医学部
精神医学
練馬病院 イガクブ セイシン イガク ネリマ ビョウイン		教授 キョウジュ		400		スマートウェア活用によるせん妄出現予測と予防を通したロコモティブシンドローム予防		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる生理的変化の監視によるせん妄予測
 タイショウ セイリテキ ヘンカ カンシ モウ ヨソク		5		3		5		4		3		5		3		5		5		3		41		2				〇
（400）		採択 サイタク

		実証５ ジッショウ		村上　光輝 ムラカミ ヒカリ カガヤ		大学院
スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		大学院
博士後期１年 ダイガク ハカセ コウキ ネン		350		ボッチャ競技選手のパフォーマンスと身体機能の関連性とスポーツとの関係性について		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる生体情報をボッチャ競技健常者、障害者の比較
障害者・健常者の生体情報の比較検証で、ボッチャに特化して検証必要性はあるのか。 タイショウ セイタイ ジョウホウ キョウギ ケンジョウシャ ショウガイシャ ヒカク ショウガイシャ ケンジョウシャ セイタイ ジョウホウ ヒカク ケンショウ トッカ ケンショウ ヒツヨウセイ		4		3		4		3		4		5		5		5		3		5		41		2				〇
（400）		採択 サイタク

		実証４ ジッショウ		中島　円 ナカジマ エン		医学部
脳神経外科学 イガクブ ノウ シンケイ ゲカ ガク		准教授 ジ		250		特発性正常圧水頭症の検査および治療効果評価としてのスマートウェアの応用		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる日常の生体情報の診療応用 タイショウ ニチジョウ セイタイ ジョウホウ シンリョウ オウヨウ		3		4		3		4		3		3		3		3		5		5		36		4				〇
（300）		採択 サイタク

		実証7 ジッショウ		下地　一彰 シモジ カズアキ		医学部
脳神経外科学 イガクブ ノウ シンケイ ゲカ ガク		准教授 ジ				発達障害を伴う前頭縫合早期癒合症の多動の評価		対象：運動
ウェアラブル端末を用いた小児脳外患者の生体情報（運動）を活用
着衣型ウェアラブルの提案とは異なる タイショウ タンマツ モチ ショウニ ノウ ソト カンジャ セイタイ ジョウホウ ウンドウ カツヨウ チャクイガタ テイアン コト		2		3		4		3		4		3		3		3		3		5		33		5

		実証２ ジッショウ		アブドラザク　アブラティ		心臓血管外科学 シンゾウ ケッカン ゲカ ガク		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン				スマートウェアを用いた開心術症例における術前呼吸リハビリテーションの効果の検討		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる術前呼吸器評価の検証

具体的なウェア機能の活用提案が不明 タイショウ ジュツゼン コキュウキ ヒョウカ ケンショウ グタイテキ キノウ カツヨウ テイアン フメイ		2		5		2		4		2		3		3		3		3		0		27		6

		実証１ ジッショウ		猪俣　武範 イノマタ タケノリ		医学部
眼科学 イガク ブ ガンカ ガク		助教 ジョキョウ				スマートウェアを用いた勤務実態把握と生体モニタリングによる働き方改革への応用		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
登山者へのウェア着衣義務付け、登山安全性の向上を図る タイショウ トザンシャ チャクイ ギム ヅ トザン アンゼンセイ コウジョウ ハカ		2		5		2		3		2		0		3		0		3		0		20		7



										1,450		予算1500千円？ ヨサン センエン

																a.かなり期待のできる提案となっている      キタイ テイアン										a.是非実施してもらいたい  ゼヒ ジッシ

																b.概ね期待のできる提案となっている   オオム										b.実施は、期待できないが提案研究としては評価できる   ジッシ キタイ テイアン ケンキュウ ヒョウカ

																c.期待のできる提案となっている  										c.実証は難しく、提案研究としても評価しがたい ジッショウ ムズカ テイアン ケンキュウ ヒョウカ

																d.あまり期待のできる提案となっていない    

																e.期待のできる提案となっていない  





























●



Sheet1

		№		氏名 シメイ		所属 ショゾク		職位等 ショクイ ナド		提案課題 テイアン カダイ

		1		高澤　祐治 タカザワ ユウジ		大学院スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		教授 キョウジュ		脳振盪発症後の競技復帰過程におけるコンディショニング評価への有用性の検討

		2		八田耕太郎 ハッタ コウタロウ		精神・行動科学（練馬病院） セイシン コウドウ カガク ネリマ ビョウイン		教授 キョウジュ		スマートウェア活用によるせん妄出現予測と予防を通したロコモティブシンドローム予防

		3		村上　光輝 ムラカミ ヒカリ カガヤ		大学院スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		大学院
博士後期１年 ダイガク ハカセ コウキ ネン		ボッチャ競技選手のパフォーマンスと身体機能の関連性とスポーツとの関係性について

		4		中島　円 ナカジマ エン		脳神経外科学 ノウ シンケイ ゲカ ガク		准教授 ジ		特発性正常圧水頭症の検査および治療効果評価としてのスマートウェアの応用

		5		立﨑　榛華 リツ サキ ハリ ハナ		大学院スポーツ健康科学研究科（大学院生） ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ ダイガク インセイ		大学院
博士前期１年 ダイガク ハカセ ゼンキ ネン		異なるヨガ実践による生理機能変化をもとに自律神経活動の推移を比較、検証する。 コト ジッセン セイリ キノウ ヘンカ ジリツ シンケイ カツドウ スイイ ヒカク ケンショウ

		6		田中顕一郎 タナカ ケンイチロウ		乳腺内分泌外科（静岡病院） ニュウセン ナイブンピツ ゲカ シズオカ ビョウイン		先任准教授 センニン ジ		乳がん術後、在宅リハビリテーションの新たな試み
副題:患肢の関節可動域リハビリの、スマートウェアによるモニタリング

		7		沢田　秀司 サワダ ヒデジ		COIプロジェクト室 シ		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン		セルフモニタリング型の運動支援ツールの効果を明らかにするためのRCT





提案研究(個人）

				スマートウェア利活用事業　申請者リスト リカツヨウ ジギョウ シンセイシャ

		№		申請者 シンセイシャ		所属 ショゾク		役職 ヤクショク		補助額 ホジョ ガク		課題名 カダイ ナ		備考（事務局コメント等） ビコウ ジムキョク ナド		アイデアは、スマートウェアの利活用がイメージできるか。
（※枠内から選択してください） リカツヨウ ワクナイ センタク		提案内容は、実現の可能性が期待できるか。
（※枠内から選択してください） テイアン ナイヨウ ジツゲン カノウ セイ キタイ ワクナイ センタク		評価
（平均） ヒョウカ ヘイキン		備考 ビコウ



		提案1 テイアン		沢田　秀司 サワダ ヒデジ		COIプロジェクト室 シ		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン				セルフモニタリング型の運動支援ツールの効果を明らかにするためのRCT		対象：心電図、運動、呼吸
提案型というより実証提案
運動指導時の生体情報の見えるかの実現 タイショウ テイアン ガタ ジッショウ テイアン ウンドウ シドウ ジ セイタイ ジョウホウ ミ ジツゲン						ERROR:#DIV/0!

		提案2 テイアン		Julius Fink		代謝内分泌内科 タイシャ ナイブンピツ ナイカ		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン				発汗によるテストステロン測定ウェア		対象：運動、発汗
テストステロン装着型スマートウェアの開発
利活用提案とは趣旨が異なる タイショウ ソウチャクガタ カイハツ リカツヨウ テイアン シュシ コト						ERROR:#DIV/0!

		提案3 テイアン		横山　和仁 ヨコヤマ カズヒト		医学部
衛生学 イガクブ エイセイガク		教授 キョウジュ				スマートウェアの利活用による暑熱作業における労働者の熱中症予防と幸福度の追求―労働安全衛生新時代へ― リカツヨウ ショネツ サギョウ ロウドウシャ ネッチュウ ショウ ヨボウ コウフク ド ツイキュウ ロウドウ アンゼン エイセイ シンジダイ		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ビニールハウス内での農作業中の熱中症予防対策 タイショウ ナイ ノウサギョウ チュウ ネッチュウ ショウ ヨボウ タイサク						ERROR:#DIV/0!

		提案4 テイアン		田中顕一郎 タナカ ケンイチロウ		医学部
乳腺内分泌外科
静岡病院 イガクブ ニュウセン ナイブンピツ ゲカ シズオカ ビョウイン		先任准教授 センニン ジ				乳がん術後、在宅リハビリテーションの新たな試み
副題:患肢の関節可動域リハビリの、スマートウェアによるモニタリング		対象：体温、心電図、運動、
乳がん術後患者の在宅在宅リハビリへの活用 タイショウ ニュウ ジュツゴ カンジャ ザイタク ザイタクカツヨウ						ERROR:#DIV/0!

		提案5 テイアン		廣津　信義
（学部ゼミ生の提案） ヒロツ ノブヨシ ガクブ ナマ テイアン		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		教授 キョウジュ				大切な人を守る タイセツ ヒト マモ		対象：□体温、□心電図、□運動、□発汗、□呼吸
登山者へのウェア着衣義務付け、登山安全性の向上を図る タイショウ トザンシャ チャクイ ギム ヅ トザン アンゼンセイ コウジョウ ハカ						ERROR:#DIV/0!

		提案6 テイアン		立﨑　榛華 リツ サキ ハリ ハナ		大学院
スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		大学院
博士前期１年 ダイガク ハカセ ゼンキ ネン				異なるヨガ実践による生理機能変化をもとに自律神経活動の推移を比較、検証する。 コト ジッセン セイリ キノウ ヘンカ ジリツ シンケイ カツドウ スイイ ヒカク ケンショウ		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアにより呼吸変化、体温をリアルタイムニモニタリングし、ヨガによる生理機能の推移、自律神経活動の変化を検証 タイショウ コキュウ ヘンカ タイオン セイリ キノウ スイイ ジリツ シンケイ カツドウ ヘンカ ケンショウ						ERROR:#DIV/0!

		提案7 テイアン		門屋　悠香 カドヤ ユウ カオリ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				アクアコンディショニングが身体に与える変化を解明する		対象：体温、心電図、発汗、呼吸
ウェアによるアクアコンディショニングの検証
水中でウェアが使用できるかことを前提の提案？ タイショウ ケンショウ スイチュウ シヨウ ゼンテイ テイアン						ERROR:#DIV/0!

		提案8 テイアン		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				スマートウェアを活用した“アクティブラーニング”活性化戦略		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるアクティブラーニング活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ						ERROR:#DIV/0!

		提案9 テイアン		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				スマートウェアを活用した“する”スポーツの活性化戦略 カツヨウ カッセイカ センリャク		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるスポーツ活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ						ERROR:#DIV/0!

		提案10 テイアン		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				スマートウェアを活用した“みる”スポーツの活性化戦略		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるスポーツ活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ						ERROR:#DIV/0!

		提案11 テイアン		辻川比呂斗 ツジカワ ヒロ ト		保健看護学部 ホケン カンゴ ガクブ		准教授 ジ				スマートウェア着用による健やかで美しい歩き方・走り方の定量化		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる歩行評価の提案

ウェア機能を活用し、歩き方からの健康促進 タイショウ ホコウ ヒョウカ テイアン キノウ カツヨウ アル カタ ケンコウ ソクシン						ERROR:#DIV/0!

		提案12 テイアン		島嵜　佑 シマ ザキ ユウ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				サッカー選手を対象としたスマートウェア着用による全身体活動の評価								ERROR:#DIV/0!



										0		予算1500千円？ ヨサン センエン

																a.かなりイメージできる     		a.かなり期待できる      キタイ

																b.概ねイメージできる     オオム		b.概ね期待できる     オオム キタイ

																c.イメージできる		c.期待できる キタイ

																d.あまりイメージできない    		d.あまり期待できない     キタイ

																e.イメージできない		e.期待できない キタイ





																平澤 ヒラサワ

																町田 マチダ

																濱田 ハマダ

																石島 イシジマ









実証研究(個人）

				スマートウェア利活用事業　申請者リスト リカツヨウ ジギョウ シンセイシャ

		№		申請者 シンセイシャ		所属 ショゾク		役職 ヤクショク		補助額 ホジョ ガク		課題名 カダイ ナ		備考（事務局コメント等） ビコウ ジムキョク ナド		アイデアはスマートウェアの機能を活かした提案となっているか。（※枠内から選択してください） キノウ イ テイアン ワクナイ センタク		提案計画は、スマートウェアを使用して実施させたい内容か。
（※枠内から選択してください） テイアン ケイカク シヨウ ジッシ ナイヨウ ワクナイ センタク		評価
（平均） ヒョウカ ヘイキン		備考 ビコウ



		実証１ ジッショウ		猪俣　武範 イノマタ タケノリ		医学部
眼科学 イガク ブ ガンカ ガク		助教 ジョキョウ				スマートウェアを用いた勤務実態把握と生体モニタリングによる働き方改革への応用		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
登山者へのウェア着衣義務付け、登山安全性の向上を図る タイショウ トザンシャ チャクイ ギム ヅ トザン アンゼンセイ コウジョウ ハカ						ERROR:#DIV/0!

		実証２ ジッショウ		アブドラザク　アブラティ		大学院医学研究科
心臓血管外科学 ダイガクイン イガク ケンキュウ カ シンゾウ ケッカン ゲカ ガク		大学院3年 ダイガクイン ネン				スマートウェアを用いた開心術症例における術前呼吸リハビリテーションの効果の検討		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる術前呼吸器評価の検証

具体的なウェア機能の活用提案が不明 タイショウ ジュツゼン コキュウキ ヒョウカ ケンショウ グタイテキ キノウ カツヨウ テイアン フメイ						ERROR:#DIV/0!

		実証３ ジッショウ		八田耕太郎 ハッタ コウタロウ		医学部
精神医学
練馬病院 イガクブ セイシン イガク ネリマ ビョウイン		教授 キョウジュ				スマートウェア活用によるせん妄出現予測と予防を通したロコモティブシンドローム予防		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる生理的変化の監視によるせん妄予測
 タイショウ セイリテキ ヘンカ カンシ モウ ヨソク						ERROR:#DIV/0!

		実証４ ジッショウ		中島　円 ナカジマ エン		医学部
脳神経外科学 イガクブ ノウ シンケイ ゲカ ガク		准教授 ジ				特発性正常圧水頭症の検査および治療効果評価としてのスマートウェアの応用		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる日常の生体情報の診療応用 タイショウ ニチジョウ セイタイ ジョウホウ シンリョウ オウヨウ						ERROR:#DIV/0!

		実証５ ジッショウ		村上　光輝 ムラカミ ヒカリ カガヤ		大学院
スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		大学院
博士後期１年 ダイガク ハカセ コウキ ネン				ボッチャ競技選手のパフォーマンスと身体機能の関連性とスポーツとの関係性について		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる生体情報をボッチャ競技健常者、障害者の比較
障害者・健常者の生体情報の比較検証で、ボッチャに特化して検証必要性はあるのか。 タイショウ セイタイ ジョウホウ キョウギ ケンジョウシャ ショウガイシャ ヒカク ショウガイシャ ケンジョウシャ セイタイ ジョウホウ ヒカク ケンショウ トッカ ケンショウ ヒツヨウセイ						ERROR:#DIV/0!

		実証６ ジッショウ		高澤　祐治 タカザワ ユウジ		大学院
スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		教授 キョウジュ				脳振盪発症後の競技復帰過程におけるコンディショニング評価への有用性の検討		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
脳振盪発症後の競技復帰過程をウェアによる生体情報を活用
段階的競技復帰過程で着衣ウェアがラグビー競技に耐えることが可能か タイショウ セイタイ ジョウホウ カツヨウ ダンカイテキ キョウギ フッキ カテイ チャクイ キョウギ タ カノウ						ERROR:#DIV/0!

		実証７ ジッショウ		下地　一彰 シモジ カズアキ		医学部
脳神経外科学 イガクブ ノウ シンケイ ゲカ ガク		准教授 ジ				発達障害を伴う前頭縫合早期癒合症の多動の評価		対象：運動
ウェアラブル端末を用いた小児脳外患者の生体情報（運動）を活用
着衣型ウェアラブルの提案とは異なる タイショウ タンマツ モチ ショウニ ノウ ソト カンジャ セイタイ ジョウホウ ウンドウ カツヨウ チャクイガタ テイアン コト						ERROR:#DIV/0!



										0		予算1500千円？ ヨサン センエン

																a.かなり期待のできる提案となっている      キタイ テイアン		a.是非実施してもらいたい  ゼヒ ジッシ

																b.概ね期待のできる提案となっている   オオム		b.実施は、期待できないが提案研究としては評価できる   ジッシ キタイ テイアン ケンキュウ ヒョウカ

																c.期待のできる提案となっている  		c.実証は難しく、提案研究としても評価しがたい ジッショウ ムズカ テイアン ケンキュウ ヒョウカ

																d.あまり期待のできる提案となっていない    

																e.期待のできる提案となっていない  













																平澤 ヒラサワ

																町田 マチダ

																濱田 ハマダ

																石島 イシジマ





提案研究(集計） (2)

				スマートウェア利活用事業　申請者リスト（提案研究） リカツヨウ ジギョウ シンセイシャ テイアン ケンキュウ

		№		申請者 シンセイシャ		所属 ショゾク		役職 ヤクショク		補助額 ホジョ ガク		課題名 カダイ ナ		備考（事務局コメント等） ビコウ ジムキョク ナド		アイデアはスマートウェアの利活用をイメージできるか。
a.かなりイメージできる（５点）、b.概ねイメージできる（４点）、c.イメージできる（３点）、d.あまりイメージできない（２点）、e.イメージできない（１点） リカツヨウ										提案内容について、実現の可能性が期待できるか。
a.かなり期待できる（５点）、b.概ね期待できる（４点）、c.期待できる（３点）、d.あまり期待できない（２点）、e.期待できない（１点） テイアン ナイヨウ ジツゲン カノウ セイ キタイ										評価
（合計）
50点満点 ヒョウカ ゴウケイ テン マンテン		順位 ジュンイ		採否案1
（金額）
千円

 サイヒ アン キンガク センエン		採否案2
（金額）
千円

 サイヒ アン キンガク センエン		採否 サイヒ

																a		b		c		d		e		a		b		c		d		e

		提案6 テイアン		立﨑　榛華 リツ サキ ハリ ハナ		大学院
スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		大学院
博士前期１年 ダイガク ハカセ ゼンキ ネン		450		異なるヨガ実践による生理機能変化をもとに自律神経活動の推移を比較、検証する。 コト ジッセン セイリ キノウ ヘンカ ジリツ シンケイ カツドウ スイイ ヒカク ケンショウ		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアにより呼吸変化、体温をリアルタイムニモニタリングし、ヨガによる生理機能の推移、自律神経活動の変化を検証 タイショウ コキュウ ヘンカ タイオン セイリ キノウ スイイ ジリツ シンケイ カツドウ ヘンカ ケンショウ		5		4		5		4		5		4		5		5		3		4		44		1		〇
（500）		〇
（250）		採択 サイタク

		提案4 テイアン		田中顕一郎 タナカ ケンイチロウ		医学部
乳腺内分泌外科
静岡病院 イガクブ ニュウセン ナイブンピツ ゲカ シズオカ ビョウイン		先任准教授 センニン ジ		350		乳がん術後、在宅リハビリテーションの新たな試み
副題:患肢の関節可動域リハビリの、スマートウェアによるモニタリング		対象：体温、心電図、運動、
乳がん術後患者の在宅在宅リハビリへの活用 タイショウ ニュウ ジュツゴ カンジャ ザイタク ザイタクカツヨウ		4		5		5		3		4		4		4		5		3		4		41		2		〇
（400）		〇
（250）		採択 サイタク

		提案1 テイアン		沢田　秀司 サワダ ヒデジ		COIプロジェクト室 シ		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン		250		セルフモニタリング型の運動支援ツールの効果を明らかにするためのRCT		対象：心電図、運動、呼吸
提案型というより実証提案
運動指導時の生体情報の見えるかの実現 タイショウ テイアン ガタ ジッショウ テイアン ウンドウ シドウ ジ セイタイ ジョウホウ ミ ジツゲン		4		4		4		4		5		3		4		4		3		4		39		3		〇
（300）		〇
（200）		採択 サイタク

		提案12 テイアン		島嵜　佑 シマ ザキ ユウ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				サッカー選手を対象としたスマートウェア着用による全身体活動の評価		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
サッカー競技中にウェアからの生体情報を活用し検証
 タイショウ キョウギ ナカ セイタイ ジョウホウ カツヨウ ケンショウ		4		3		4		4		5		3		3		4		3		4		37		4				〇
（150）

		提案5 テイアン		廣津　信義
（学部ゼミ生の提案） ヒロツ ノブヨシ ガクブ ナマ テイアン		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		教授
学部生 キョウジュ ガクブセイ				大切な人を守る タイセツ ヒト マモ		対象：□体温、□心電図、□運動、□発汗、□呼吸
登山者へのウェア着衣義務付け、登山安全性の向上を図る タイショウ トザンシャ チャクイ ギム ヅ トザン アンゼンセイ コウジョウ ハカ		4		3		4		4		5		4		2		3		3		4		36		5				〇
（150）

		提案3 テイアン		横山　和仁 ヨコヤマ カズヒト		医学部
衛生学 イガクブ エイセイガク		教授 キョウジュ				スマートウェアの利活用による暑熱作業における労働者の熱中症予防と幸福度の追求―労働安全衛生新時代へ― リカツヨウ ショネツ サギョウ ロウドウシャ ネッチュウ ショウ ヨボウ コウフク ド ツイキュウ ロウドウ アンゼン エイセイ シンジダイ		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ビニールハウス内での農作業中の熱中症予防対策 タイショウ ナイ ノウサギョウ チュウ ネッチュウ ショウ ヨボウ タイサク		3		5		2		4		4		3		4		3		3		4		35		6

		提案7 テイアン		門屋　悠香 カドヤ ユウ カオリ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				アクアコンディショニングが身体に与える変化を解明する		対象：体温、心電図、発汗、呼吸
ウェアによるアクアコンディショニングの検証
水中でウェアが使用できるかことを前提の提案？ タイショウ ケンショウ スイチュウ シヨウ ゼンテイ テイアン		3		4		3		2		5		2		5		3		2		5		34		7

		提案11 テイアン		辻川比呂斗 ツジカワ ヒロ ト		保健看護学部 ホケン カンゴ ガクブ		准教授 ジ				スマートウェア着用による健やかで美しい歩き方・走り方の定量化		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる歩行評価の提案

ウェア機能を活用し、歩き方からの健康促進 タイショウ ホコウ ヒョウカ テイアン キノウ カツヨウ アル カタ ケンコウ ソクシン		3		3		4		3		5		2		3		3		3		5		34		7

		提案8 テイアン		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				スマートウェアを活用した“アクティブラーニング”活性化戦略		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるアクティブラーニング活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ		1		5		2		2		4		1		4		2		2		3		26		9

		提案2 テイアン		Julius Fink		代謝内分泌内科 タイシャ ナイブンピツ ナイカ		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン				発汗によるテストステロン測定ウェア		対象：運動、発汗
テストステロン装着型スマートウェアの開発
利活用提案とは趣旨が異なる タイショウ ソウチャクガタ カイハツ リカツヨウ テイアン シュシ コト		2		5		2		2		2		2		3		2		2		2		24		10

		提案10 テイアン		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				スマートウェアを活用した“みる”スポーツの活性化戦略		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるスポーツ活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ		2		3		2		2		3		2		3		2		2		3		24		10

		提案9 テイアン		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ				スマートウェアを活用した“する”スポーツの活性化戦略 カツヨウ カッセイカ センリャク		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるスポーツ活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ		1		4		2		2		3		1		3		2		2		3		23		12



										1,050		予算1500千円？ ヨサン センエン

																a.かなりイメージできる     										a.かなり期待できる      キタイ

																b.概ねイメージできる     オオム										b.概ね期待できる     オオム キタイ

																c.イメージできる										c.期待できる キタイ

																d.あまりイメージできない    										d.あまり期待できない     キタイ

																e.イメージできない										e.期待できない キタイ



















●



実証研究(集計） (2)

				スマートウェア利活用事業　申請者リスト（実証研究） リカツヨウ ジギョウ シンセイシャ ジッショウ ケンキュウ

		№		申請者 シンセイシャ		所属 ショゾク		役職 ヤクショク		補助額 ホジョ ガク		課題名 カダイ ナ		備考（事務局コメント等） ビコウ ジムキョク ナド		アイデアはスマートウェアの機能を活かした提案となっているか。
a.かなり期待のできる提案となっている（５点）、b.概ね期待のできる提案となっている（４点）、c.期待のできる提案となっている（３点）、d.あまり期待のできる提案となっていない（２点）、e.期待のできる提案となっていない（１点）  										提案計画は、スマートウェアを使用して実施させたい内容か。
a.是非実施してもらいたい（5点）、b.実施は、期待できないが提案研究としては評価できる（3点）、c.実証は難しく、提案研究としても評価しがたい（0点） テイアン ケイカク シヨウ ジッシ ナイヨウ										評価
（合計）
50点満点 ヒョウカ ゴウケイ テン マンテン		順位 ジュンイ		採否案1
（金額）
千円

 サイヒ アン キンガク センエン		採否案2
（金額）
千円

 サイヒ アン キンガク センエン		採否 サイヒ

																a		b		c		d		e		a		b		c		d		e

		実証６ ジッショウ		高澤　祐治 タカザワ ユウジ		大学院
スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		教授 キョウジュ		450		脳振盪発症後の競技復帰過程におけるコンディショニング評価への有用性の検討		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
脳振盪発症後の競技復帰過程をウェアによる生体情報を活用
段階的競技復帰過程で着衣ウェアがラグビー競技に耐えることが可能か タイショウ セイタイ ジョウホウ カツヨウ ダンカイテキ キョウギ フッキ カテイ チャクイ キョウギ タ カノウ		5		2		5		4		5		5		3		5		3		5		42		1		〇
（1000）		〇
（500）		採択 サイタク

		実証３ ジッショウ		八田耕太郎 ハッタ コウタロウ		医学部
精神医学
練馬病院 イガクブ セイシン イガク ネリマ ビョウイン		教授 キョウジュ		400		スマートウェア活用によるせん妄出現予測と予防を通したロコモティブシンドローム予防		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる生理的変化の監視によるせん妄予測
 タイショウ セイリテキ ヘンカ カンシ モウ ヨソク		5		3		5		4		3		5		3		5		5		3		41		2				〇
（400）		採択 サイタク

		実証５ ジッショウ		村上　光輝 ムラカミ ヒカリ カガヤ		大学院
スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		大学院
博士後期１年 ダイガク ハカセ コウキ ネン		350		ボッチャ競技選手のパフォーマンスと身体機能の関連性とスポーツとの関係性について		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる生体情報をボッチャ競技健常者、障害者の比較
障害者・健常者の生体情報の比較検証で、ボッチャに特化して検証必要性はあるのか。 タイショウ セイタイ ジョウホウ キョウギ ケンジョウシャ ショウガイシャ ヒカク ショウガイシャ ケンジョウシャ セイタイ ジョウホウ ヒカク ケンショウ トッカ ケンショウ ヒツヨウセイ		4		3		4		3		4		5		5		5		3		5		41		2				〇
（400）		採択 サイタク

		実証４ ジッショウ		中島　円 ナカジマ エン		医学部
脳神経外科学 イガクブ ノウ シンケイ ゲカ ガク		准教授 ジ		250		特発性正常圧水頭症の検査および治療効果評価としてのスマートウェアの応用		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる日常の生体情報の診療応用 タイショウ ニチジョウ セイタイ ジョウホウ シンリョウ オウヨウ		3		4		3		4		3		3		3		3		5		5		36		4				〇
（300）		採択 サイタク

		実証7 ジッショウ		下地　一彰 シモジ カズアキ		医学部
脳神経外科学 イガクブ ノウ シンケイ ゲカ ガク		准教授 ジ				発達障害を伴う前頭縫合早期癒合症の多動の評価		対象：運動
ウェアラブル端末を用いた小児脳外患者の生体情報（運動）を活用
着衣型ウェアラブルの提案とは異なる タイショウ タンマツ モチ ショウニ ノウ ソト カンジャ セイタイ ジョウホウ ウンドウ カツヨウ チャクイガタ テイアン コト		2		3		4		3		4		3		3		3		3		5		33		5

		実証２ ジッショウ		アブドラザク　アブラティ		心臓血管外科学 シンゾウ ケッカン ゲカ ガク		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン				スマートウェアを用いた開心術症例における術前呼吸リハビリテーションの効果の検討		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる術前呼吸器評価の検証

具体的なウェア機能の活用提案が不明 タイショウ ジュツゼン コキュウキ ヒョウカ ケンショウ グタイテキ キノウ カツヨウ テイアン フメイ		2		5		2		4		2		3		3		3		3		0		27		6

		実証１ ジッショウ		猪俣　武範 イノマタ タケノリ		医学部
眼科学 イガク ブ ガンカ ガク		助教 ジョキョウ				スマートウェアを用いた勤務実態把握と生体モニタリングによる働き方改革への応用		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
登山者へのウェア着衣義務付け、登山安全性の向上を図る タイショウ トザンシャ チャクイ ギム ヅ トザン アンゼンセイ コウジョウ ハカ		2		5		2		3		2		0		3		0		3		0		20		7



										1,450		予算1500千円？ ヨサン センエン

																a.かなり期待のできる提案となっている      キタイ テイアン										a.是非実施してもらいたい  ゼヒ ジッシ

																b.概ね期待のできる提案となっている   オオム										b.実施は、期待できないが提案研究としては評価できる   ジッシ キタイ テイアン ケンキュウ ヒョウカ

																c.期待のできる提案となっている  										c.実証は難しく、提案研究としても評価しがたい ジッショウ ムズカ テイアン ケンキュウ ヒョウカ

																d.あまり期待のできる提案となっていない    

																e.期待のできる提案となっていない  





























●



採否案内用

				スマートウェア利活用事業　申請者リスト（採否一覧） リカツヨウ ジギョウ シンセイシャ サイヒ イチラン

		課題 カダイ		申請者 シンセイシャ		所属 ショゾク		役職 ヤクショク		補助額 ホジョ ガク		課題名 カダイ ナ		備考（事務局コメント等） ビコウ ジムキョク ナド		評価
（合計）
50点満点 ヒョウカ ゴウケイ テン マンテン		順位 ジュンイ		採否案1
（金額）
千円

 サイヒ アン キンガク センエン		採否案2
（金額）
千円

 サイヒ アン キンガク センエン		採否 サイヒ		コメント



		実証研究 ジッショウ ケンキュウ		高澤　祐治 タカザワ ユウジ		大学院スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		教授 キョウジュ		450		脳振盪発症後の競技復帰過程におけるコンディショニング評価への有用性の検討		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
脳振盪発症後の競技復帰過程をウェアによる生体情報を活用
段階的競技復帰過程で着衣ウェアがラグビー競技に耐えることが可能か タイショウ セイタイ ジョウホウ カツヨウ ダンカイテキ キョウギ フッキ カテイ チャクイ キョウギ タ カノウ		42		1		〇
（1000）		〇
（500）		採択 サイタク		ウェアを実装した課題を提案頂きましたが、クリアすべき課題が若干認められることから「提案研究」として採択します。 ジッソウ カダイ テイアン イタダ カダイ ジャッカン ミト テイアン ケンキュウ サイタク

		実証研究 ジッショウ ケンキュウ		八田耕太郎 ハッタ コウタロウ		大学院医学研究科精神・行動科学（練馬病院） ダイガクイン イガク ケンキュウ カ セイシン コウドウ カガク ネリマ ビョウイン		教授 キョウジュ		400		スマートウェア活用によるせん妄出現予測と予防を通したロコモティブシンドローム予防		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる生理的変化の監視によるせん妄予測
 タイショウ セイリテキ ヘンカ カンシ モウ ヨソク		41		2				〇
（400）		採択 サイタク		ウェアを実装した課題を提案頂きましたが、クリアすべき課題が若干認められることから「提案研究」として採択します。 ジッソウ カダイ テイアン イタダ カダイ ジャッカン ミト テイアン ケンキュウ サイタク

		実証研究 ジッショウ ケンキュウ		村上　光輝 ムラカミ ヒカリ カガヤ		大学院スポーツ健康科学研究科 ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ		大学院
博士後期１年 ダイガク ハカセ コウキ ネン		350		ボッチャ競技選手のパフォーマンスと身体機能の関連性とスポーツとの関係性について		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる生体情報をボッチャ競技健常者、障害者の比較
障害者・健常者の生体情報の比較検証で、ボッチャに特化して検証必要性はあるのか。 タイショウ セイタイ ジョウホウ キョウギ ケンジョウシャ ショウガイシャ ヒカク ショウガイシャ ケンジョウシャ セイタイ ジョウホウ ヒカク ケンショウ トッカ ケンショウ ヒツヨウセイ		41		2				〇
（400）		採択 サイタク		ウェアを実装した課題を提案頂きましたが、クリアすべき課題が若干認められることから「提案研究」として採択します。 ジッソウ カダイ テイアン イタダ カダイ ジャッカン ミト テイアン ケンキュウ サイタク

		実証研究 ジッショウ ケンキュウ		中島　円 ナカジマ エン		医学部 脳神経外科学 イガクブ ノウ シンケイ ゲカ ガク		准教授 ジ		250		特発性正常圧水頭症の検査および治療効果評価としてのスマートウェアの応用		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる日常の生体情報の診療応用 タイショウ ニチジョウ セイタイ ジョウホウ シンリョウ オウヨウ		36		4				〇
（300）		採択 サイタク		ウェアを実装した課題を提案頂きましたが、クリアすべき課題が若干認められることから「提案研究」として採択します。 ジッソウ カダイ テイアン イタダ カダイ ジャッカン ミト テイアン ケンキュウ サイタク

		実証研究 ジッショウ ケンキュウ		下地　一彰 シモジ カズアキ		医学部 脳神経外科学 イガクブ ノウ シンケイ ゲカ ガク		准教授 ジ		0		発達障害を伴う前頭縫合早期癒合症の多動の評価		対象：運動
ウェアラブル端末を用いた小児脳外患者の生体情報（運動）を活用
着衣型ウェアラブルの提案とは異なる タイショウ タンマツ モチ ショウニ ノウ ソト カンジャ セイタイ ジョウホウ ウンドウ カツヨウ チャクイガタ テイアン コト		33		5						不採択 フ サイタク

		実証研究 ジッショウ ケンキュウ		アブドラザク　アブラティ		心臓血管外科学（大学院生） シンゾウ ケッカン ゲカ ガク ダイガク インセイ		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン		0		スマートウェアを用いた開心術症例における術前呼吸リハビリテーションの効果の検討		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる術前呼吸器評価の検証

具体的なウェア機能の活用提案が不明 タイショウ ジュツゼン コキュウキ ヒョウカ ケンショウ グタイテキ キノウ カツヨウ テイアン フメイ		27		6						不採択 フ サイタク

		実証研究 ジッショウ ケンキュウ		猪俣　武範 イノマタ タケノリ		医学部　眼科学 イガク ブ ガンカ ガク		助教 ジョキョウ		0		スマートウェアを用いた勤務実態把握と生体モニタリングによる働き方改革への応用		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
登山者へのウェア着衣義務付け、登山安全性の向上を図る タイショウ トザンシャ チャクイ ギム ヅ トザン アンゼンセイ コウジョウ ハカ		20		7						不採択 フ サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		立﨑　榛華 リツ サキ ハリ ハナ		大学院スポーツ健康科学研究科（大学院生） ダイガクイン ケンコウ カガク ケンキュウカ ダイガク インセイ		大学院
博士前期１年 ダイガク ハカセ ゼンキ ネン		450		異なるヨガ実践による生理機能変化をもとに自律神経活動の推移を比較、検証する。 コト ジッセン セイリ キノウ ヘンカ ジリツ シンケイ カツドウ スイイ ヒカク ケンショウ		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアにより呼吸変化、体温をリアルタイムニモニタリングし、ヨガによる生理機能の推移、自律神経活動の変化を検証 タイショウ コキュウ ヘンカ タイオン セイリ キノウ スイイ ジリツ シンケイ カツドウ ヘンカ ケンショウ		44		1		〇
（500）		〇
（250）		採択 サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		田中顕一郎 タナカ ケンイチロウ		医学部乳腺内分泌外科（静岡病院） イガクブ ニュウセン ナイブンピツ ゲカ シズオカ ビョウイン		先任准教授 センニン ジ		350		乳がん術後、在宅リハビリテーションの新たな試み
副題:患肢の関節可動域リハビリの、スマートウェアによるモニタリング		対象：体温、心電図、運動、
乳がん術後患者の在宅在宅リハビリへの活用 タイショウ ニュウ ジュツゴ カンジャ ザイタク ザイタクカツヨウ		41		2		〇
（400）		〇
（250）		採択 サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		沢田　秀司 サワダ ヒデジ		COIプロジェクト室 シ		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン		250		セルフモニタリング型の運動支援ツールの効果を明らかにするためのRCT		対象：心電図、運動、呼吸
提案型というより実証提案
運動指導時の生体情報の見えるかの実現 タイショウ テイアン ガタ ジッショウ テイアン ウンドウ シドウ ジ セイタイ ジョウホウ ミ ジツゲン		39		3		〇
（300）		〇
（200）		採択 サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		島嵜　佑 シマ ザキ ユウ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ		0		サッカー選手を対象としたスマートウェア着用による全身体活動の評価		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
サッカー競技中にウェアからの生体情報を活用し検証
 タイショウ キョウギ ナカ セイタイ ジョウホウ カツヨウ ケンショウ		37		4				〇
（150）		不採択 フ サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		廣津　信義 ヒロツ ノブヨシ		スポーツ健康科学部（廣津ゼミ生） ケンコウ カガクブ ヒロシ ツ セイ		教授
学部生 キョウジュ ガクブセイ		0		大切な人を守るウェア タイセツ ヒト マモ		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
登山者へのウェア着衣義務付け、登山安全性の向上を図る タイショウ トザンシャ チャクイ ギム ヅ トザン アンゼンセイ コウジョウ ハカ		36		5				〇
（150）		不採択 フ サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		横山　和仁 ヨコヤマ カズヒト		大学院医学研究科 疫学・環境医学 ダイガクイン イガク ケンキュウ カ エキガク カンキョウ イガク		教授 キョウジュ		0		スマートウェアの利活用による暑熱作業における労働者の熱中症予防と幸福度の追求―労働安全衛生新時代へ― リカツヨウ ショネツ サギョウ ロウドウシャ ネッチュウ ショウ ヨボウ コウフク ド ツイキュウ ロウドウ アンゼン エイセイ シンジダイ		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ビニールハウス内での農作業中の熱中症予防対策 タイショウ ナイ ノウサギョウ チュウ ネッチュウ ショウ ヨボウ タイサク		35		6						不採択 フ サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		門屋　悠香 カドヤ ユウ カオリ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ		0		アクアコンディショニングが身体に与える変化を解明する		対象：体温、心電図、発汗、呼吸
ウェアによるアクアコンディショニングの検証
水中でウェアが使用できるかことを前提の提案？ タイショウ ケンショウ スイチュウ シヨウ ゼンテイ テイアン		34		7						不採択 フ サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		辻川比呂斗 ツジカワ ヒロ ト		保健看護学部 ホケン カンゴ ガクブ		准教授 ジ		0		スマートウェア着用による健やかで美しい歩き方・走り方の定量化		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによる歩行評価の提案

ウェア機能を活用し、歩き方からの健康促進 タイショウ ホコウ ヒョウカ テイアン キノウ カツヨウ アル カタ ケンコウ ソクシン		34		7						不採択 フ サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ		0		スマートウェアを活用した“アクティブラーニング”活性化戦略		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるアクティブラーニング活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ		26		9						不採択 フ サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		Julius Fink		代謝内分泌内科(大学院生） タイシャ ナイブンピツ ナイカ ダイガク インセイ		博士研究員 ハカセ ケンキュウイン		0		発汗によるテストステロン測定ウェア		対象：運動、発汗
テストステロン装着型スマートウェアの開発
利活用提案とは趣旨が異なる タイショウ ソウチャクガタ カイハツ リカツヨウ テイアン シュシ コト		24		10						不採択 フ サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ		0		スマートウェアを活用した“みる”スポーツの活性化戦略		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるスポーツ活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ		24		10						不採択 フ サイタク

		提案研究 テイアン ケンキュウ		山田　泰行
(学部３年 山家 和) ヤマダ ヤスユキ		スポーツ健康科学部 ケンコウ カガクブ		助教 ジョキョウ		0		スマートウェアを活用した“する”スポーツの活性化戦略 カツヨウ カッセイカ センリャク		対象：体温、心電図、運動、発汗、呼吸
ウェアによるスポーツ活性化の提案

ウェア機能の何を使用し、何を評価すのか不明 タイショウ カッセイカ テイアン キノウ ナニ シヨウ ナニ ヒョウカ フメイ		23		12						不採択 フ サイタク



										1,050		予算1500千円？ ヨサン センエン
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